
１
　
は
じ
め
に

本
論
は
、
前
回
の
イ
ワ
ク
ラ
をズ
ム誌
第

９
号
に
掲
載
し
た
研
究
論
文

「神
奈
備
山

イ
ワ
ク
ラ
群
の
進
化
論
的
考
察
」
に
お
い

て
提
案
し
た
、
考
古
学
の
型
式
学
を
イ
フ

ク
ラ
研
究
に
取
り
入
れ
た

「イ
ワ
ク
ラ
進

化
論
」
の
展
開
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
論

の
理
解
に
あ
た
っ
て
は
、
上
記
の
論
文
を

参
照
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
。
本
論
は
邪

馬
台
国
東
遷
説
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
膨
大
な
書
物
が
あ

る
た
め
、
こ
れ
ら
と
の
重
複
を
さ
け
る
た

め
従
来
と
は
異
な
っ
た
着
眼
点
の
み
絞
っ

て
論
述
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
イ
フ

ク
ラ
学
に
よ
る
神
武
東
征
説
へ
の
祭
祀
的

な
側
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
＝
チ
で
あ
る
。

本
論
は
　
ま
ず
沖
ノ
島
信
仰
と
二
輪
山

信
仰
の
進
化
論
的
比
較
を
お
こ
な
い
　
沖

ノ
島
に
お
け
る
ヤ
マ
ト
王
権
に
よ
る
磐
座

祭
祀
以
前
の
北
九
州
海
人
集
団
に
よ
る
海

上
祭
祀
が
　
三
輪
山
の
源
流
と
な
っ
た
こ

と
を
推
定
し
た
。
同
時
に
、
沖
ノ
島
に
お

け
る
伊
都
国
の
鏡
の
海
底
遺
物
の
存
在
の

可
能
性
を
示
唆
し
た
。
次
に
、
「３
世
紀
後

半
に
北
九
州
に
お
け
る
鬼
道
と
の
宗
教
戦

争
に
敗
れ
た
沖
ノ
島
信
仰
集
団
の
三
輪
山

に
向
け
て
の
移
動
」
が
神
武
東
征
に
他
な

ら
な
い
こ
と
を
論
述
し
た
。

で
見
た
光
景
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
で
あ

れ
ば
、
大
物
主
神
は
出
雲
か
ら
大
和
に
移

動
し
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
古
事
記
の
神
武
天
皇
の
東
征

と
重
ね
合
わ
せ
る
と
き
、
沖
ノ
島
の
光
景

が
ど
う
し
て
も
思
い
浮
か
ぶ
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
沖
ノ
島
は
三
輪
山
の
源
流
で
は

な
い
か
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

海
の
正
倉
院
と
も
言
わ
れ
る
沖
ノ
島

ヘ

の
大
和
朝
廷
の
執
心
を
み
れ
ば
、
あ
な
が

ち
無
理
な
空
想
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ

こ
で
私
は
、
沖
ノ
島
信
仰
と
三
輪
山
信
仰

の
進
化
論
的
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。

２
　
沖
ノ
島
信
仰
と

三
輸
山
信
仰

の
進
化
論
的
比
較

古
事
記
に
は
三
輪
山
に
ま
つ
わ
る
次
の

よ
う
な
く
だ
り
が
あ
る
。

大
国
主
神
は
少
彦
名
神
と
共
に
国
造
り

を
し
て
い
た
が
、
国
造
り
な
か
ば
に
し
て

少
彦
名
神
は
常
世
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。

大
国
主
神
が

「こ
の
後
ど
う
や
っ
て
一
人

で
国
造
り
を
す
れ
ば
良
い
の
だ
」
と
言
う

と
、
海
原
を
照
ら
し
て
神
が
出
現
し
た
。

そ
の
神
は
、大
国
主
の
幸
魂
奇
魂
で
あ
り
、

大
和
国
の
東
の
山
の
上
に
祀
れ
ば
国
作
り

に
協
力
す
る
と
言
っ
た
。
そ
の
神
が
、
三

輪
山
に
鎮
座
し
て
い
る
大
物
主
神
で
あ
る
。

「海
を
光

（て
ら
）
し
て
依
り
来
る
神

あ
り
き
」
と
は
、
大
国
主
神
が
出
雲
の
岬

一
′

I

海を照らしてより来る神
<弥生のメイフラフー号 沖ノ島億伸集団の東遷>
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初
期
ヤ
マ
ト
王
権
の
祭
祀
の
頂
点
た
る
三

輸
山
が
、
鏡
を
祭
具
と
し
た
太
陽
信
仰
の

場
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
先
の
論
文
で
述
ベ

た
と
お
り
で
あ
る
。
三
輪
山
は
禁
足
地
で

発
掘
が
許
さ
れ
て
い
な
い
た
め
　
奥
津
磐

座
付
近
で
の
鏡
の
存
在
に
つ
い
て
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い
が
、
鏡
の
存
在
す
る
可
能

性
は
高
い
と
予
想
さ
れ
る
。

②
沖
ノ
島

宗
像
三
神
の
最
重
要
の
祭
場
で
あ
る
沖
ノ

島

（図
１
）
に
お
い
て
は
、
沖
津
宮
近
傍

の
磐
座
群
が
発
掘
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
、

最
も
古
い
と
さ
れ
る
巨
岩
上
の
祭
祀
遺
蹟

（１
７
号
遺
蹟
）
で
は
、
２
１
面
の
鏡

鉄
剣
、
鉄
刀
　
玉
類
等
の
装
身
具
が
発
見

さ
れ
た
。
鏡
は
、
背
を
裏
に
し
て
岩
裾
に

置
か
れ
て
い
た
。
鏡
の
出
土
数
は
北
九
州

の
前
期
の
古
墳
出
上
の
鏡
と
比
べ
て
異
常

に
多
く
、
沖
ノ
島

一
地
方
の
氏
族
だ
け
の

祭
祀
と
は
想
定
し
が
た
い
。
遺
物
は
、
前

期
古
墳
の
副
葬
品
と
共
通
す
る
こ
と
か
ら

４
世
紀
後
半
か
ら
５
世
紀
前
半
（文
献
２
）

と
見
ら
れ
、
ヤ
マ
ト
王
権
の
強
い
関
与
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

図
ｌ
Ａ
　
沖
津
宮
の
あ
る
沖
ノ
島

文^
献
１
）

歴
史
の
中
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
が
な

い
で
あ
ろ
・λ
　
（文
献
３
①
）

２
～
３
世
紀
頃
の
日
本
の
様
子
を
記
述

し
て
い
る
と
さ
れ
る
魏
志
倭
人
伝
に
よ
れ

ば
、
現
在
の
福
岡
県
前
原
市
の
あ
た
り
に

大
陸

へ
の
国
際
貿
易
港
を
有
す
る
鏡
の
王

国
と
も
い
え
る
伊
都
国
が
存
在
し
て
い
た
。

卑
弥
呼
の
例
に
み
る
ご
と
く
、
古
代
国
家

に
お
い
て
祭
祀
は
国
の
根
幹
で
あ
る
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、海
洋
国
家

伊
都
国
に
、

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
祭
祀
場
が
沖
ノ
島
以

外
に
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
伊
都
国

の
鏡
が
　
海
の
守
護
神
た
る
沖
ノ
島
で
な

ぜ
出
て
こ
な
い
の
か
不
思
議
で
あ
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、

海
人
の
祭
祀
方
法
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

海
人
の
祭
祀
方
法
と
し
て
は
、
海
中
に
物

を
投
げ
込
ん
で
神
に
捧
げ
る
方
法

（海
上

祭
祀

・
海
中
投
供
）
と
神
を
島
や
岬
な
ど

の
陸
地
で
祭
る
方
法
が
あ
る
。
前
者
の
場

合
、
海
底
遺
物
と
な
り
発
見
が
極
め
て
困

難
と
な
る
。
消
去
法
に
し
た
が
え
ば
、
海

中
投
供
こ
そ
３
世
紀
以
前
の
沖
ノ
島
信
仰

の
祭
祀
方
法
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

図
ｌ
Ｂ
　
沖
津
官
の
あ
る
沖
ノ
島

文^
献
１
）

沖
ノ
島
の
ヤ
マ
ト
王
権
以
前
の
遺
物
と

し
て
は
、
磐
座
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
た
４

号
遺
蹟
で
、
縄
文
時
代
　
弥
生
時
代
の
土

器
　
石
器
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
社

務
所
前
遺
跡
か
ら
は
、
朝
鮮
半
島
系
の
無

紋
土
器
が
出
上
し
て
お
り
、
海
上
交
流
の

19
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さ
ら
に
、
「土
佐
日
記
」
承
平
５
年
２
月

の
条
に
は
、
紀
貫
之
が
土
佐
の
国
司
の
任

を
終
え
て
都
に
帰
る
時
、
大
阪
住
吉
の
沖

で
暴
風
雨
に
遭
い
宝
物
で
あ
る
鏡
を
海
に

投
げ
入
れ
る
場
面
が
あ
る
。
一
れヽ
な
ど
は
、

鏡
の
海
中
投
供
の
代
表
事
例
と
い
え
る
で

あ
ろ
う
“

（
２
）
進
化
論
的
着
眼
点
の
検
討

①
奥
津
磐
座
の
読
み
方

電
子
版

コ
ニ
輪
山
辞
典
」
（文
献
４
）
に

よ
る
と
、
二
輪
山
の

「奥
津
磐
座
」
は

「お

き
つ
い
わ
く
ら
」
と
読
む
．
古
事
記
の
読

み
方
か
ら
言
え
ば
　
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
正

し
い
。

で
も
私
は
、
「奥
」
を
な
ぜ
普
通
に

「お

く
」
と
読
ま
な
い
の
か
不
思
議
に
思
い
辞

書
に
あ
た
っ
て
み
た
。

「奥
」
は
通
常
、
「お
く
」
「お
う
」
で
あ

る
。
し
か
し
、
人
名
等
に
用
い
ら
れ
る
特

別
な
読
み
方
と
し
て
　
「お
き
」
「す
み
」

「ふ
か
」
も
あ
′●

（文
献
５
①
）

ま
た
、
語
源
的
に
は

「沖
」
「遅
」
な
ど
と

同
語
源
か
？
と
あ
る
、

（文
献
５
②
）

古
事
記
の
解
釈
で
は

「奥
」
は

「沖
」
と

同
意
と
す
る
文
献
も
あ
る
。
（文
献
６
）

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
奥
津
磐
座

（お

き
つ
い
わ
く
ら
）
の

「奥
」
は
、
沖
霊
宮

（お
き
つ
み
や
）
の

「沖
」
か
ら
来
た
と

考
え
ら
れ
る
。

②

「津
」
の
意
味

「津
」
は
、
「難
波
津
」
の
よ
う
に
本
来

は

「港
」
や

「渡
し
場
」
を
意
味
し
、　
一

般
的
に
は
山
に
は
適
さ
な
い
。
但
し
、
「人

の
多
く
集
ま
る
地
域
」
（文
献
５
③
）
と
い

う
意
味
で
、
「津
」
は
全
国
各
地
に
あ
る
。

（例
　
岡
山
県
津
山
市
等
）

「津
」
は
、
天
の
磐
船
の
よ
う
に
空
を

ゆ
く
船
を
考
え
れ
ば
山
で
も
不
自
然
で
は

な
い
が
　
神
の
降
臨
す
る
山
頂
は
よ
し
と

し
て
も
中
腹
に
あ
る
中
津
磐
座
の

「津
」

は
疑
間
で
あ
る
。
従
つ
て
、
「津
」
は
本
来

的
な
意
味
を
失
い
象
徴
化
し
て
お
り
、
イ

ワ
ク
ラ
進
化
論
の
見
地
か
ら
二
輪
山
の

「津
」
は
沖
ノ
島
か
ら
来
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

③
中
津
磐
座
の
存
在
意
義

沖
ノ
島
の
場
合
、
沖
津
宮
、
中
津
宮

辺
津
宮
は
、
沖
ノ
島
、
大
島
、
日
島

（陸

地

・
生
活
園
）
で
あ
り
、
そ
の
存
在
意
義

は
生
活
基
盤
に
立
脚
し
て
お
り
明
瞭
で
あ

る
。
そ
れ
に
対
し
、
三
輪
山
は
、
奥
津
磐

座
は
山
頂
、
辺
津
磐
座
は
麓

（生
活
園
）

で
対
応
し
て
い
る
が
、
中
津
盤
座
は
そ
の

必
要
性
が
曖
味
で
あ
る
。

中
津
磐
座
は
、
極
め
て
祭
祀
的
に
象
徴

化
さ
れ
て
お
り
、
中
津
磐
座
は
中
津
宮
か

ら
来
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

④
祭
神
の
置
か
れ
た
順
番

宗
像
三
神
は
古
事
記
の
化
生
順
に
、
日

心
姫
神
は
沖
ノ
島
、
瑞
津
姫
神
は
大
島
、

市
杵
島
姫
神
は
日
島
に
祀
ら
れ
て
い
る
。

一
方
　
奥
津
磐
座
の
大
物
主
神
は
中
津

磐
座
の
大
己
貴
神
の
魂

（み
た
ま
）
で
あ

り
、
順
番
な
ど
つ
け
よ
う
が
な
い
も
の
で

あ
る
。
ま
た
辺
津
磐
座
の
少
彦
名
神
の
登

場
も
、
古
事
記
の
伝
承
か
ら
見
て
唐
突
で

あ
る
。

つ
ま
り
、
三
輪
山
の
奥
津
磐
座
　
中
津

磐
座
、
辺
津
磐
座
の
祭
祀
の
順
番
は
宗
像

三
神
に
比
べ
極
め
て
混
乱
し
て
お
り
象
徴

化
し
て
い
る
。
従
っ
て
　
三
輪
山
は
沖
ノ

島
よ
り
後
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
．

⑤
神
話
の
前
後
関
係

古
事
記
に
お
い
て
は
、
宗
像
三
神
は
大

物
主
神
よ
り
も
早
く
登
場
し
て
い
る
。

従
っ
て
神
話
的
に
は
、
大
物
主
神
は
宗
像

三
神
の
後
に
な
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
沖
ノ
島
の
海
上
祭

祀
は
三
輪
山
に
伝
播
し
た
と
予
想
さ
れ
る
。

３
　
祭
祀
文
化
の
伝
播

（１
）
文
化
の
伝
播

文
化
の
伝
播
の
仕
方
に
は
　
次
の
一
通
り

が
考
え
ら
れ
る
。

・
自
然
伝
播

，

¨
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表4 「三つの富」の調査結果 (全国)

C中津官 中津官 辺津官)

神社名 地名 所在地

宗像大社

創建年代は不詳

奉斎氏族 :宗像氏

沖津宮 沖ノ島 福岡県宗像部

大島村沖ノ島

中津官 大島 福岡県宗像郡

大島村大島

辺津宮 田島 福岡県宗像郡

玄海町田島

志賀海神社

(元 の表津官から移

転)

創建年代は不詳

奉斎氏族 :阿曇氏

沖津宮 志賀島の沖津島 (小島) 福岡県志賀島勝馬

北九州1沿岸部中津官 志賀島勝馬海岸

(しかのしま)

元の表津宮の所在は、勝

馬のどこ力|ま不明

表津宮

(う わつみ●

志々伎 (し じき)神社

倉1建年代は不詳

5世紀中頃 ?

奉斎氏族 :平戸松浦氏

につかえていた

志自伎氏

上宮 志々伎山山頂 長崎県平戸市平戸島

野子町・官之浦

北九州沿岸部

前原市の西

志々伎山は神体山

中宮 志々伎山中腹に跡地が

ある。

下官

(邊都宮)

(地の宮)

宮之浦港近傍にある山

の麓L志々伎山からかな

り遠い.

沖津宮

(沖都宮)

宮之浦港の沖ノ島

(十城別王のFat墓 )

厳島神社

創 建 593年

奉斎氏族 :佐伯氏

二つの官はない

が、宗像三神を

祀る。

厳島 (官島) 広島県十日市市

瀬戸内海沿岸

住吉大社

古事記伝承

奉斎氏族 :津守氏

住吉三神 神社境内に壮麗な二つ

の社が直線状に配置さ

れている。

大阪市住吉区

元住吉神社

古事記伝承

住吉三神 合 lII 神戸市東難区

住吉大社の元の神社 ?

江島神社

創建552年

本官 御窟 (おんいわや) 神郷 県藤沢市

江ノ島fll津宮 本官御旅所

中津宮 上の官

辺津官 下の官

(注)各神社の詳細については 末尾の参考文献 1参照
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綿
津
見

（う
は
つ
わ
た
つ
み
）
の
神
、
次

に
、
上
筒
之
男

↑
，
は
つ
つ
の
を
）
の
命
．

こ
の
三
柱
の
綿
津
見
の
神
は
、
阿
曇
の

連
が
祖
神
と
し
て
祀
る
神
。
故
に
、
阿
曇

の
連
等
は
、
そ
の
綿
津
見
の
神
の
子
の
宇

都
志
日
金
析

（う
つ
し
ひ
か
な
さ
く
）
の

命
の
子
孫
で
あ
る
。

ま
た
、
底
筒
之
男
の
命
、
中
筒
之
男
の

命
、
上
筒
之
男
の
命
の
三
柱
の
神
は
　
住

吉
神
社
の
皇
則

（み
ま
え
）
の
大
神
で
あ

る̈
。「宗

像
三
神
の
古
事
記
神
話
」

天
の
安
の
河
の
誓
約
に
お
い
て
、
天
照

大
御
神
は
須
佐
之
男
の
命
の
侃
い
て
い
る

十
拳
の
剣
を
貰
い
受
け
た
。
そ
れ
を
三
片

に
打
ち
折
っ
て
噛
み
に
噛
ん
で
吹
き
す
て

る
息
の
霧
に
成
れ
る
神
の
名
は
、
多
紀
理

昆
売

（た
き
り
び
め
）
の
金
一
ま
た
の
名

は
奥
津
嶋
比
売

（お
き
つ
し
ま
ひ
め
）
の

命
。
次
に
市
寸
嶋
比
売

（い
ち
き
し
ま
ひ

め
）
の
命
、
ま
た
の
名
は
狭
依
毘
売

（さ

よ
り
び
め
）
の
命
ぉ
次
に
は
、
多
岐
都
比

売

（た
き
つ
ひ
め
）
の
命
ヽ

故
に
、
生
ま
れ
し
神
、
多
紀
理
毘
売
の

命
は
宗
像
の
沖
津
官
に
座
す
。
次
に
市
寸

嶋
比
売
の
命
は
宗
像
の
中
津
官
に
、
日
寸

津
比
売
の
命
は
宗
像
の
辺
津
工宮
に
座
す
。

こ
の
三
柱
の
女
神
は
、
宗
像
の
君
達
の
祀

る
三
前

（み
ま
え
）
の
大
神
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
読
む
と
、
実
に
リ
ズ
ミ
カ
ル

に
三
神
が
化
生
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
　
三
神
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
祀

ら
れ
方
を
調
べ
る
と
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

宗
像
三
神
は
、
い
か
に
も
海
神
ら
し
い

豪
快
な
祀
ら
れ
方
で
あ
る
。

志
一算
島
は
、
後
漢
の
光
武
帝
か
ら
授
か

っ
た

「漢
委
奴
國
工

（か
ん
の
わ
の
な
の

こ
く
お
う
ご
と
彫
ら
れ
た
金
印
が
発
見
さ

れ
た
こ
と
で
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

志
賀
島
の
勝
馬
に
あ
る
阿
曇
三
神
は
、
沖

津
宮
、
中
津
官
は
現
存
す
る
が
、
古
代
の

表
津
官
は
跡
形
も
残
っ
て
い
な
い
。

で
も
、
懐
か
し
い
磯
の
か
お
り
が
漂
っ
て

い
る
。
（図
３
）

古
代
の
表
津
工冨
は
、
Ｎ
世
紀

（遅
く
と
も
４
世

紀
）
に
同
じ
島
の
勝
山
の
志
賀
海
神
社
に
遷
座

し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
（文
献
１
）

図3 志賀島にある阿曇三神の沖津宮と中津宮 (文献 1)
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は
、
図
５
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
現
在
の
福

岡
県
前
原
市
を
中
心
に
近
隣
の
二
丈
町
、

志
摩
町
、
福
岡
市
西
区
の
一
部
ま
で
含
む

糸
島
地
方
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
伊
都
国
の
領
上
に
関
し
て
は
よ
く
わ

か
っ
て
い
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
本
論
で

は

一
応
、
図
５
を
伊
都
国
の
勢
力
範
囲
と

考
え
て
論
述
を
進
め
る
。

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
こ
の
集
回
は

信
仰
集
団
で
あ
る
た
め
、
現
在
の
キ
リ
ス

ト
教
の
よ
う
に
多
数
の
国
に
ま
た
が
っ
て

複
雑
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
多

数
の
分
派
が
あ
り
、
互
い
に
争
つ
た
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る
．

せ
る
と
古
代
の
港
を
有
す
る
前
原
市

福
岡
市
の
地
域

（図
５
の
伊
都
国

の
勢
力
範
囲
）
が
沖
ノ
島
信
仰
の
密

国
の
南
に
あ
る
吉
野
ケ
里
遺
跡
を
邪
馬
台

国
に
比
定
し
た
い
。
図
６
を
み
れ
ば
、
伊

都
国
の
南
に
あ
る
遺
物
の
集
積
地
は
そ
こ

に
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
尚
　
吉
野
ヶ

里
邪
馬
台
国
説
は
奥
野
正
男
氏
に
よ
っ
て

提
唱
さ
れ
て
い
る
の
で
詳
細
は
文
献
９
を

参
照
願
い
た
い
。

文
献
９
に
よ
る
と
、
邪
馬
台
回
の
領
土

は
佐
賀
市
か
ら
甘
木
市
に
か
け
て
筑
後
川

沿
い
の
東
西
に
細
長
く
広
が
っ
て
お
り
、

図
６
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
二
つ
の
遺
跡
の

集
中
す
る
地
域
を
有
し
て
い
る
。
一
つ
は
、

邪
馬
台
国
の
首
都
と
さ
れ
る
吉
野
ケ
里
で

あ
り
、
も
う

一
つ
は
廿
木
地
域
で
あ
る
。

私
は
、
こ
れ
は
元
々
一　
つ
の
王
国
で
は
な

か
っ
た
か
と
考
え
て
い
る
。

甘
木
地
域
は
、
お
そ
ら
く
倭
国
大
乱
に

よ
つ
て
邪
馬
台
国
に
併
合
さ
れ
た
王
国
の

首
都
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ

る
。
そ
こ
に
は
、
征
服
さ
れ
た
人
々
の
恨

み
が
渦
巻
い
て
い
た
と
想
像
さ
れ
、
卑
弥

呼
死
去
後
の
騒
乱
を
考
え
る
場
合
に
は
吉

野
ヶ
里
と
は
別
の
取
り
扱
い
が
必
要
で
あ

る̈
。

い
と
こ
ろ
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
祭
祀
の

は
少
な
い
だ
ろ
う
。
弥
生
時
代
の

が
あ
る
宗
像
地
方
も
含
ま
れ
る

が
、
人
口
が
少
な
い
た
め
そ
の
絶
対

方
の
海
人
集
団
は
、
宗
像
地

か
ら
西
へ
、
大
陸
と
の
交
流
に
よ

に
広
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

り
適
し
た
良
港
を
求
め
て
奴
国
か
ら

図
５
　
伊
都
国
の
勢
力
範
囲

文^
献
フ
〉

図
６
は
、
邪
馬
台
国
東
遷
説
を
唱
え
る

安
本
美
典
氏
の
講
演
資
料

（文
献
８
）
か

ら
の
引
用
で
あ
る
。
沖
ノ
島
信
仰
集
国
の

分
布
を
考
え
る
場
合
、
伊
都
国
の
時
代
と

同
時
代
の
邪
馬
台
国
時
代
の
鏡
の
分
布
が

参
考
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

鏡
が
あ
る
か
ら
沖
ノ
島
信
仰
と
は
い
え
な

い
が
、
こ
れ
と
海
人
の
分
布
を
重
ね
あ
わ

一　
ま
た
信
仰
は
膨
張
す
る
志
向
性
を

．有
す
る
こ
と
か
ら
、
筑
紫
野
市
を
通

り
、
甘
木
市
　
筑
後
川
を
下
り
佐
賀
市
、

武
雄
市
と
広
が
っ
て
い
た
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
。

こ
こ
ま
で
く
る
と
、
邪
馬
台
国
論
争
を

避
け
て
は
と
お
れ
な
い
。

安
本
氏
は
甘
木
地
域
説
を
と
る
が
、
私

は
魏
志
倭
人
伝
の

「女
王
國
よ
り
以
北
に

は
、
特
に
一
大
率
を
置
き
、
諸
国
を
筐
祭

せ
し
む
。
諸
国
こ
れ
を
長
憚
す
。
常
に
伊

都
國
に
治
す
ご
と
い
う
記
述
か
ら
、
伊
都

´
‘
つ

¨
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図7 宗像地方の遺物の出土状況 (文献8)

図
７
は
、
図
６
と
同
じ
安
本
氏
の
講
演

資
料
か
ら
の
引
用
で
　
ほ
ぼ
伊
都
国
と
同

時
代
と
見
な
さ
れ
る
宗
像
地
方
の
遺
物
の

出
土
状
況
で
あ
る
。

鏡
の
量
は
そ
ん
な
に
多
く
な
く
、
沖
ノ

島
の
鏡
の
主
要
な
供
給
元
で
は
な
い
こ
と

が
わ
か
る
。

し
か
し
、
祭
祀
上
の
中
心
地
で
は
あ
る
。

宗
教
は
伝
統
を
重
ん
じ
　
古
き
を
尊
ぶ
の

で
あ
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
神
武
東
征
の
岡
田
の

官
が
宗
像
神
社
の
近
く
に
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
神
話
に
お
い
て
も
っ
と
も
重
視
す
る

の
は
、
故
郷

・
源
流
の
祭
祀
の
地
で
あ
ろ

一λ
ま
た
安
本
氏
に
よ
れ
ば
　
ヤ
リ
ガ
ン
ナ

（木
材
を
加
工
す
る
た
め
、
棒
の
先
に
刃

物
を
取
り
付
け
た
槍
の
よ
う
な
古
代
の

飽
）
が
宗
像
地
方
か
ら
多
数
出
上
し
て
お

り
、
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
遠
賀
川

河
日
付
近
に
あ
っ
た
神
武
天
皇
が
出
発
し

た
岡
田
の
官
と
の
関
係
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ス０。

つ
ま
り
、
宮
田
町
　
若
宮
町
か
ら
は
簡

単
に
遠
賀
川
河
口
付
近
に
出
ら
れ
る
よ
う

な
川
の
ル
ー
ト
が
あ
り
、
こ
こ
で
ヤ
リ
ガ

ン
ナ
を
使
っ
て
船
な
ど
を
大
量
に
造
っ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。

私
の
主
張
し
た
い
の
は
次
の
通
り
で
あ

一０
。安

本
氏
の
邪
馬
台
国
東
遷
説
に
は
十
分

な
根
拠
あ
る
。
し
か
し
、
東
遷
し
た
の
は

各
国
に
ま
た
が
っ
た
沖
ノ
島
信
仰
集
団
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
邪
馬
台
国
は
吉
野
ケ
里

説
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
卑
弥
呼
死
亡
後
の
戦
乱
は
北

九
州
の
鏡
文
化
園
に
お
け
る
宗
教
戦
争
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
沖
ノ

島
信
仰
集
団
の
東
遷
は
弥
生
の
メ
イ
フ
ラ

ワ
ー
号
に
例
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

安
本
氏
の
主
張
す
る
大
和
と
甘
木
地
域

の
驚
く
べ
き
地
名
の
一
致
は
、
こ
の
地
域

の
人
々
が
大
和
に
移
動
し
た
こ
と
を
証
明

し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
甘
木
と

大
和
が
盆
地
状
で
地
形
的
に
良
く
似
て
い

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
■

こ
の
こ
と
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に
歓
迎
さ
れ
や
す
い
面
も
有
し
て
い
る
。

卑
弥
呼
は
、
こ
れ
を
政
治
的
な
判
断
か
ら

取
捨
選
択
し
て
巧
に
取
り
入
れ
、
祭
祀
の

頂
点
に
立
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

卑
弥
呼
の
鬼
道
は
五
斗
米
道
教
団
の
よ

う
に
民
衆
を
救
済
す
る
よ
り
も
、
支
配
者

層
を
東
ね
る
も
の
で
あ
っ
た
。
伊
都
国
の

平
原
１
号
墓
か
ら
は
神
仙
的
な
呪
詞
が
刻

ま
れ
た
８
０
面
の
鏡
が
出
上
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
で
も
、
支
配
者
層

へ
の
鬼

道
の
「垣
透
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
と
民
衆
の
祭
祀
は

別
で
あ
る
。
不
老
長
生
は
王
族
に
は
ふ
さ

わ
し
い
が
、
厳
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
る

名
も
な
き
人
々
に
と
っ
て
は
遠
い
話
で
あ

ろ
う
。

卑
弥
呼
の
思
想
は
外
来
思
想
で
あ
る
。

し
か
し
北
九
州
に
は
、
王
が
出
現
す
る
以

前
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
な
思
想
も
当
然
あ
る

は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
沖
ノ
島
信
仰
で

あ
る
。

表
５
に
そ
の
比
較
を
示
す
。
信
仰
と
い

う
も
の
は
生
き
も
の
で
あ

っ
て
、
こ
の
表

の
よ
う
に
単
純
に
割
り
切
れ
る
も
の
で
な

表5 卑弥呼の鬼道と沖ノ島信仰の比較

卑弥呼の鬼道 沖ノ島信仰

宗教 道教 自然神道

アニミズム

祭具 鏡 (呪具・魔よけ) 鏡 (依 り代 )

祭神 北極星 太陽

内容 呪術的治療・不老長生

占星術・易学・陰陽五行説

太陽の運行 (暦・冬至)

農耕・漁業 (生産活動)

時代区分 新しく渡来した宗教

(当時の新興宗教)

昔からある宗教

(太陽信仰 )

地理的条件 山 (内陸吉い 海 (海岸部)

信者の多い

ところ

邪馬台国 伊都国 (北九州沿岸部)

信者の階層 支配者層 被支酉己者層

い
が
、
理
解
を
深
め
る
た
め
に
は
そ
の

イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
む
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ

一（ン．
ま
た
、
魏
志
倭
人
伝
に
は

『
そ
の
８
年
、
太
守
王
頑
官
に
到
る
。
倭

の
女
王
卑
弥
呼
、
狗
奴
園
の
男
王
卑
弥
弓

呼
と
素
よ
り
和
せ
ず
。
倭
の
載
斯
烏
越
等

を
遣
わ
し
て
郡
に
詣
り
　
相
攻
撃
す
る
状

を
説
ど
、
塞
曹
憧
史
張
政
等
を
遣
わ
し
、

因
っ
て
詔
書

・
黄
憧
を
も
た
ら
し
、
難
升

米
に
拝
仮
せ
し
め
、
檄
を
つ
く
り
て
こ
れ

を
告
喩
す
。
』

『
卑
弥
呼
以
て
死
ｔ

大
い
に
家
を
作
る
。

径
百
余
歩
、絢
葬
す
る
者
、奴
婢
百
余
Λ

更
に
男
王
を
立
て
し
も
、
図
中
服
せ
ず
Ｌ

と
あ
る
。

邪
馬
台
国
と
狗
奴
国
と
の
戦
争
が
始
ま

っ
た
頃
、
鬼
道
を
も
っ
て
邪
馬
台
国
の
女

王
と
し
て
君
臨
し
て
い
た
卑
弥
呼
が
亡
く

な
っ
た
。
（２
４
７
年
頃
）

卑
弥
呼
が
偉
大
な
シ
ャ
ー
マ
ン
で
あ
れ
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４
　
沖

ノ
島
信
仰
集
団
が
東
遷
過

程
で
受
け
た
祭
祀
的
影
響

（１
）
東
遷
経
路

東
遷
経
路
と
し
て
、
本
論
は
基
本
的

に
図
９
の
神
武
天
皇
の
東
征
路
を
採
用
す

ス
０
．但
し
、
神
武
天
皇
の
東
征
路
が
日
向
を

出
発
し
宗
像
地
方

（筑
紫
）
の
岡
田
の
官

に
着
い
て
か
ら
大
和
を
目
指
す
の
に
対
し
、

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
岡
田
の
官
が
出
発

点
と
な
る
点
が
お
お
い
に
異
な
る
。
つ
ま

り
、
岡
田
の
官
か
ら
大
和
に
向
か
う
東
遷

派
と
岡
田
の
官
か
ら
日
向
に
向
か
う
南
遷

派
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

神
武
天
皇
の
東
征
路
は
、
後
世
に
神
話

を
編
纂
す
る
際
に
、
万
世

一
系
に
見
ら
れ

る
よ
う
な

一
貫
性
を
重
視
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
．

東
遷
経
路
の
な
か
で
　
着
目
す
べ
き
は
東

遷
集
団
が
長
期
に
わ
た
り
留
ま
っ
た
所
、
宮

が
設
け
ら
れ
た
所
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、

地
元
の
氏
族
と
の
様
々
な
交
流
が
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
東
遷
集
団
の
主
体
は
海

人
集
団
で
あ
る
た
め
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に

（２
）
虚
空
蔵
山

（安
芸
西
条
）
の
イ
ワ

カ
‘
フ

安
岐

（広
島
県
）
の
多
祁
理

（た

け
り
）
の
官
〈古
事
記

‥
７
年
滞
在
〉

多
祁
理
の
官
は
広
島
市
に
近
い
安
芸
郡

府
中
町
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
、
少
し
西
に
安
芸
西
条
盆
地

が
あ
る
。
こ
の
西
条
盆
地
の
南
縁
の
丘
陵

端
部
に
三
ツ
城

（み
つ
じ
ょ
う
）
古
墳
と

呼
ば
れ
る
安
芸
国
最
大
の
規
模
の
前
方
後

円
墳
が
あ
り
、
安
芸
国
を
統

一
し
た
首
長

の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
古
墳
は
５

世
紀
の
も
の
で
あ
る
が
、
付
近
に
弥
生
時

代
の
遺
蹟
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、

弥
生
時
代
中
期
以
降
に
急
激
な
人
口
の
増

加
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（文
献
１
３
）

そ
の
北
に
、
西
条
盆
地
の
守
り
神

（神

奈
備
山
）
で
あ
る
標
高
６
６
６
ｍ
の
虚
空

蔵
山
が
あ
る
。
虚
空
蔵
山
に
は
　
そ
の
山

頂
に
高
さ
４
０
ｍ
の
奥
津
イ
ワ
ク
ラ
、
中

腹
に
中
津
イ
ワ
ク
ラ
、
山
麗
に
高
さ
３
ｍ

の
辺
津
イ
ワ
ク
ラ
と
い
わ
れ
る
巨
岩
が
あ

る
。
そ
し
て
、
拝
殿
の
位
置
に
岩
蔵
神
社

げ
φ

図9 古事記による神武天皇の東征路 (文献12)

イ
フ
ク
ラ
祭

祀
を
実
施
し

て
い
な
か
っ

た
。
イ
ワ
ク

ラ
祭
祀
は
東

遷
の
過
程
で

吸
収
し
た
も

の
と
考
え
ら

れ
る
。

以
下
に
、

東
遷
集
団
が

官
の
置
か
れ

た
安
芸
と
吉

備
に
お
い
て

受
け
た
祭
祀

的
影
響
を
述

べ
る
。
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す
る
ほ
ど
ず
ば
ぬ
け
て
広
大
な
こ
と
。

③
箸
墓
古
墳
を
初
め
と
し
て
規
模
が
比
類

の
な
い
ほ
ど
大
き
な
、
し
か
も
そ
れ
ま
で

大
和
で
は
見
た
こ
と
の
な
い
前
方
後
円

墳

（初
期
の
前
方
後
円
墳
）
が
忽
然
と
現

れ
た
こ
と
。

①
吉
備
に
淵
源
を
も
つ
弧
帯
文
と
呼
ば

れ
る
文
様
を
も
つ
木
製
の
円
板
や
埴
輪
が

出
土
し
て

い
る
こ
と
。
出
土
し
た
土
器
全
体
の
１

５
％
を
越
え
る
土
器
が
、
大
和
以
外
か
ら

運
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

こ
れ
ら
は
、す
べ
て
大
集
団
移
民
説
の

傍
証
と
言
え
る
で
あ
ろ
・２

（２
）
三
輪
山
祭
祀
の
源
流
　
沖
ノ
島

三
輪
山
は
神
体
山
で
あ
る
た
め
宗
教
上

の
理
由
か
ら
発
掘
は
全
面
的
に
禁
止
さ
れ

て
い
う
．
こ
こ
に
、
東
遷
に
よ
っ
て
運
ば

れ
た
伊
都
回
の
鏡
が
眠
っ
て
い
る
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
。

山
ノ
神
遺
跡
が
三
輪
山
の
す
べ
て
を
語

つ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
沖
ノ
島
と

山
ノ
神
遺
跡
の
奉
納
品
を
比
べ
る
と
、
沖

ノ
島
は
圧
倒
的
に
豪
華
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
ヤ
マ
ト
王
権
が
沖
ノ
島

を
三
輪
山
と
同
等
以
上
に
重
要
視
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
大
和
か
ら
遠
く
離
れ

た
絶
海
の
孤
島

・
沖
ノ
島
に
思
い
を
は
せ

る
の
は
、
単
に
そ
れ
が
大
陸
と
の
航
路
の

守
護
神
か
ら
で
は
な
く
、
自
己
の
祭
祀
上

の
原
点
で
あ
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「海
を
照
ら
し
て
よ
り
来
る
神
」
と
は

カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
フ
レ
ビ
コ
が
東
遷
の
啓
示

を
受
け
た
沖
ノ
島
の
太
陽
で
あ
つ
た
。

６
　
む
す
び

本
論
文
は
今
の
と
こ
ろ
仮
説
で
あ
る
が
、

沖
ノ
島
近
海
の
海
底
に
お
い
て
伊
都
国
の

鏡
が
発
見
さ
れ
れ
ば
現
実
の
も
の
と
な
る
。

海
底
遺
物
の
存
在
の
可
能
性
は
、
伊
都
国

と
沖
ノ
島
の
関
係
を
考
え
る
と
十
分
に
あ

る
と
予
測
さ
れ
る
の
で
、
福
岡
県
教
育
委

員
会
の
適
切
な
調
査
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
ま
た
こ
の
調
査
は
、　
ユ
ネ
ス
コ
ヘ
の

沖
ノ
島
世
界
遺
産
登
録
申
請
の
た
め
に
も

有
用
な
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
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